
質問者及び質問事項 (質問順)

1 標 林憲樹 議 員  (P3)

①国保税について

②福祉バスの運行について

O地 震災害への備えと原発との関連について

0牧 之原市のイメージアップ宣伝事業について

2 驚 坂隆夫 議 員  (P3)

① (仮)福 祉バスの運行について

②公共の場所での禁煙をどのように考えている

か

①生活関連事業 (各地区からの要望)の 取り組

みについて

3 条 田幸一 議 員  (PO)

①乳幼児医療費無料化制度の拡充について

②合併公約の履行について

③ 「核兵器廃絶牧之原市平和都市宣言Jの 制定

について

4 川 島啓司 議 員  (P9)

〇職員の意識改革と待遇について

5 名 波宮幸 議員  (P10)

①牧之原市発展の為に勇気ある改革を

②幼保一元化をめざして

6 日 村兼夫 議員  (P10)

①福祉政策について

②情報伝達の充実について

③英語教育の早期導入について

7 鈴 木勇次 議員  (Pll)

①新年度予算の編成作業の開始に当たって、柱

とする施策の方向について

②空港問題について

③茶業振興について

④環境問題について

⑤教育問題と人づくりについて

①榛原総合病院の現状と、経営改善に対する今

後の考え方について

8 松 浦 毅  議 員  (PH)

①牧之原市の将来ビジヨンについて

9 豊 里友也 議 員  (P12)

①市民との情報交換について

②牧之原茶のブランド確立の手段は

10 加 藤祥司 議 員  (P12)

①平成18年度当初予算について

②農業 (茶業)振 興方策について

③環境保全について

H 鈴 木正樹 議 員  (P,3)

①地域に密着した、つくしホーム つ くしの家

の今後の方向性はどのように考えているか

②県議会議員選挙区について

12 中 野康子 議 員  (P13)

①市長の市政運営の取り組み姿勢について

②平成18年度当初予算の編成方針について

③健康に暮らせるまちづくりについて

④静岡空港を利用したまちづくり、地域振興に

つ いて

13 小 杉康男 議 員  (P14)

①浜岡原子力発電所と、日辺地域の対応につい

て

14 大 石和央 議 員  (P14)

①原子力行政について

②ゴミ処理行政について

●                             ●

編集部から

各質問議員の質問内容と答弁要旨は

抜粋して次ページから掲載しました。
●                           ●

V

゛
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一　
ほ
綜
当
思
Ｈ倒

善習
貝

繰
越
金

・
基
金
は
国
保
税
の
軽

減
ヘ

口
回
際
瑚
炒
腿
碓
郭
↑
却
均

醒
僻
陳

支
は
、

流
行
病
な
ど
で
赤
字
に
な
る

こ
と
も
あ
り
う
る
の
で
、

そ
の
際
に

備
え
て
取
り
崩
し
は
好
ま
し
く
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

福
祉
バ
ス
の
運
行
を
ぜ
ひ

発
震
災
も
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

市
は
ど
う
対
応
す
る
つ
も
り
か
。

ほ
」
靭
布
ｍ
郷
的
堪

嘩
和
嬢
発
剛
陸

こ
り
え
な
い
。

県
の
防
災
対
策
に
沿

っ
て
対
策
を
と
り
ま
す
。
ヨ
ウ
素
剤

の
配
備
は
、

県
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

榛
原
分
庁
合
、

市
役
所
、
ト
ー
ク
地

頭
方
に
常
備
さ
れ
て
い
ま
す
ぃ

新
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
向
上

策
を

一　

鷺

坂

隆

夫

議

口貝

福

祉

バ

ス
の
運

行

は
ど

う

な

る

繰
越
金
と
基
金
と
で
７
億
円
余

も
お
金
が
あ
る
の
だ
か
ら
、

国

保
税
は
引
き
下
げ
る
べ
き
と
思
う
が

ど
う
か
。

お
年
寄
り
や
、

障
害
者
の
た
め

に
、

市
内
必
要
個
所
を
巡
回
す

曰

馳

埼
約
鯨

篠

離

錨

、

の
こ
と
な
の
で
、

方
法
を
色

々
と
研

究
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

心
配
な
原
発
地
震
災
害

段
河
湾
を
震
源
と
す
る
巨
大
地

震
の
到
来
は
、

必
至
で
あ
る
。

原

と
市
長
は
言

っ
て
い
る
。

同
僚
議
員

の
半
分
が
喫
煙
者
だ
が
、

あ
え
て
市

臼
回
安
範

（
先

軸
距
陛
向
一
一
声
向
年

共
性

（利
用
性
）
　

３
に
公
平
性

（地
域
バ
ラ
ン
ス
）
を
考
慮
し
要
望

に
応
え
る
よ
う
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

う
本
が
あ
る
。
こ
れ
を
映
画
化
し
て
、

新
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
役
立
て

た
ら
ど
う
か
。

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
、

交
通

弱
者
の
通
院
や
買

い
物
な
ど
に

利
用
で
き

る
交
通
手
段

の
導
入
は
、

市
長
が

『
（公
共
交
通

の
充
実
）
通

学
通
院
や
買
い
物
な
ど
、

次
世
代
の

住
民
生
活
の
足
と
し
て
低

コ
ス
ト
で

効
率
的
に
運
行
で
き
る
よ
う
交
通
シ

ス
テ
ム
を
検
討
す
る
。

』
と
言

っ
て

い
る
が
、

具
体
的
に
伺

い
た
い
。

菌
回
陵
的
膀
障
傍
ち

つ
配
樺
附
Ｆ
鋤

と
協
力
し
て
の
運
行
や
、

市
所
有
バ

ス
を
利
用
す
る
方
法
等
の
各
種
の
手

段
、

方
法
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、

利

用
者
、

行
政
そ
し
て
事
業
者
で
幅
広

い
検
討
を
し
て
、

効
率
的
な
千
段
の

具
体
化
に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。

公
共
施
設
の
禁
煙
は
ど
う
な
る

『
市
民
の
健
康
づ
く
り
に
受
動

喫
煙

の
防
止
を
徹
底
す
る
。

』

《
た
ば
こ
》
の
極
を
吸
わ
さ
れ
る
事

を
言
う
。

た
ば
こ
祝
も
約
３
億
円
あ

り
重
要
な
財
源
だ
が
、

市
民
の
健
康

づ
く
り
に
受
動
喫
煙
の
防
止
の
徹
底

を
あ
げ
て
い
る
市
長
の
、

禁
煙
に
対

す
る
考
え
を
伺

い
た
い
。

臼円☆和」】り誇Ｍ梅晰研卸辞

進
め
て
い
き
ま
す
。

や
り
残
し
事
業
の
取
り
組
み
は

合
併
前

の
や
り
残
し
事
業
を
、

ど
う
取
り
組
む
考
え
か
。

榛
原
　
相
良
を
舞
台
と
し
た
記

録
文
字

「
光
さ
す
故
郷
」
と
い

口田師蚊”哨雄れ殉蔽磯魂岐晰

案
だ
と
思
い
ま
す
。

長
に
質
問
す
る
。

受
動
喫
煙
と
は
、

他
人
が
吸

っ
た

）

浜同原子力発電所

」
し
＼

予
ふ
報
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告
心
の

今
日
、

少
子
化
対
策
は
、

国
及

び
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
緊

課
題
で
あ
る
。

最
近
発
表
し
た

「少
子
化
社
会
自

書
」
で
も
、

国
や
自
治
体
に
、

乳
幼

児
医
療
費
の
自
己
負
担
の
軽
減
や
別

手
当
の
支
給
、

保
育
図
の
増
設
な
ど
、

社
会
全
体
で
若

い
子
育
て
世
帯
を
支

援
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

子
育

て
し
や
す

い
町
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
を
求
め
て
い
る
。

牧
之
原
市
に
お
い
て
も
、

吉
田
町

や
島
田
市
の
よ
う
な
積
極
的
な
対
策

を
求
め
る
。

①
助
成
対
象
年
齢
を
小
学
校
卒
業
ま

で
拡
充
す
る
計
画
は
な

い
か
。

②
当
面
、

所
得
制
限
や
自
己
集
担
の

な
い
、

就
学
前
ま
で
の
完
全
無
料

化
制
度
の
創
設
を
求
め
る
。

固

評

布
鞠

雑

斜

鱗

じ
、

を
廃
止
す
る
よ
う
準
備
を
し
て
い
ま

す
。ま

た
、

自
己
負
担
の
な

い
完
全
無

料
化
と
、

助
成
対
象
年
齢
の
小
学
校

）

卒
業
ま
で
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、

今

後
の
財
政
状
況
と
近
隣
市
町
の
動
向

な
ど
兄
な
が
ら
、

検
討
課
題
と
し
て

い
き
ま
す
．

平
和
行
政
の
推
進
方
策
は

「
核
兵
器
廃
絶
牧
之
原
市
平
和

都
市
宣
言
」
の
制
定
と
、

平
和

）

一　
川
島
啓
司

議
〕貝

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
は
職

員
の
意
識
改
革
が

「合
併
に
よ
り
、

サ
ー
ビ
ス
は

高
く
、

負
担
は
低
く
」
と
言
わ

れ
る
中
で
、

合
併
後
、

旧
両
町
の
住

民
が
不
便
を
き
た
さ
な
い
よ
う
、

ま

た
、

不
安
を
持
た
せ
な
い
よ
う
職
員

の
住
民
に
対
す
る
対
応
が
大
切
で
あ

クつ
。そ

の
た
め
に
は
、

職
員
の
意
識
改

革
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

□

卒
中
期
窮

兜

輪

姓

中‰

。

ま
た
、

合
併
直
後
の
事
務
に
支
障
が

生
じ
な

い
よ
う
、

合
併
前
の
段
階
で

両
町

の
職
員

の
人
事
交
流
も
行

い
、

体
制
も
整
え
て
き
ま
し
た
。

合
併
後
に
は
、

職
員
が
市
民
の
視

点
に
立

っ
て
応
対
す
る
と

い
う
認
識

を
持

つ
よ
う
、

「
市
民
の
た
め
の
市

役
所
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
職
員

に
示
し
ま
し
た
。

今
後
も
、

職
員
の

意
識
改
革
は
更
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

今
回
の
合
併
に
よ
り
、

職
員
も

事
務
の
す
り
あ
わ
せ
等
で
大
変

一　
各
否
出
垂
十
一　
義
督
貝

乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
制
度
の

拡
充
を

行
政
の
推
進
を
求
め
る
。

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
書

輌
∪
説
兼
謝
跡
れ
献
腺
畿
）

議
勤
中

皆
様
を
は
じ
め
、

市
民
皆
様

の
盛
り

上
が
り
に
よ
る
総
意
で
制
定
し
て
い

く
プ
ロ
セ
ス
を
、

大
切
に
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

ｑ
彩

忙
し
い
と
聞
く
。

合
併
前
の
旧
両
町

の
職
員
間
で
の
給
料
等

の
格
差
は
解

消
さ
れ
、

職
員

の
待
退

に
つ
い
て
、

均
衡
が
保
た
れ
て
い
る
の
か
。

日日投伊鍋玲斯擁初噂賜初Ⅶ幡

員
の
体
制
整
備
を
行

っ
た
の
で
、

両

町
の
職
員
問
の
給
料
格
差
や
役
職
の

不
均
衡
を
是
正
す
る
こ
と
ま
で
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
、

職
員
の
給
料
の
在
り
方
を

見
直
し
、

勤
務
の
状
況
を
見
極
め
た

う
え
で
、

や
る
気
を
も
て
る
職
場
と

な
る
よ
う
必
要
な
是
正
措
置
を
講
じ

て
い
き
ま
す
。

相良庁舎と榛原庁舎
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一　
カЪ
通
濃
曽
中
手
Ｔ
圭誠
口員

牧
之
原
市
発
展
の
為
に

勇
気
あ
る
改
革
を

編
成
を
し
ま
す
。

職
員
給
与
手
当
も
、

併
せ
て
校
証
し
て
い
き
ま
す
．

幼
保

一
元
化
推
進
と
、

幼
稚
園
・

保
育
国
の
整
備
計
画
は

幼
保

一
元
化
に
よ
り
、

就
字
前

児
童
の
保
育
と
教
育
の
充
実
を

ま
た
、

老
朽
国
舎
、

地
震
津
波
危

険
地
域

の
園
舎
か
ら
整
備
を
図
り
、

施
設
の
整
備
計
画
を
立
て
て
、

施
設

整
備
を
急

い
で
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

画
田
闘
時
師
和
牌
玲

胸
脇
雌
難
！

′‐ヽ の

学
校
関
係
者
に
よ
る
協
議
会
を
設
け

て
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、

危
険
地
域
、

老
朽
国
舎
か
ら
計
画
的
に
整
備
し
て

い
き
ま
す
。

一　
田
村
兼
夫

議
』員

障
害
者
自
立
支
援
の
た
め
の
支

援
策
は

建
て
替
え
の
要
望
が
多
い
作
業
所

困回紳噺囃期陸っ嶼峨嚇軸摩申

得
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

防
災
情
報
体
制
の
確
立
を

国
の
三
位

一
体
の
改
革
に
よ
り

交
付
金
、

補
助
金
が
減
額
さ
れ
、

牧
之
原
市
の
市
民
税
も
微
増
に
と
ど

ま
る
中
、

更
な
る
行
政
改
革
が
必
要

と
思
わ
れ
る
。

民
間
委
託
の
活
用
に

よ
り
行
政
の
ス
リ
ム
化
を
図
る
こ
と

は
重
要
だ
。
ま
た
、

民
間
委
託
も
専

門
職
を
置
く
べ
き
か
中
身
の
検
討
を

し
て
、

行
政
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
の
導

入
を
図
る
べ
き
だ
。

口回岬朗対化雅暁均薙而剛榊加

法
は
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
．

行
政
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
導
入
の
必

要
性
は
大
き

い
の
で
、

行
政
改
革
大

綱
と
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
中
で
、

検

討
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
に
よ
る
行
政
評
価
制
度
と
、

予
算
の
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
の
検

図
る
べ
き
だ
。

に

つ
障
害
者
自
立
支
援
法
の
制
定
に

伴
う
、

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
設
置

い
て
間
う
。

ま
た
自
己
貞
坦
増
が
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
低
下
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
が
対

応
を
間
う
。

口
回
諭
瀬
舶
雛
雑
輛
帥
滑

柳
印
朝
薩

中
に
障
害
者
プ
ラ
ン
と
合
わ
せ
て
幅

広
く
意
見
を
聴
取
し
、

規
制
緩
和
も

考
慮
し
な
が
ら
策
定
の
予
定
で
す
。

ま
た
、

所
得
に
よ
り
月
額
上
限
の

設
定
、

個
別
減
免
制
度
、

社
会
福
祉

減
免
措
置
、

実
費
負
担
補
足
給
付
な

ど
を
設
置
す
る
の
で
、

利
用
低
下
の

な
れ
は
少
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

作
業
所
の
老
朽
化
に
伴

い
、

今

後
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
間
う
。

証
を
ど
の
様
に
導
入
し
て
ゆ
く
の
か
。

口回噺靭岬輸捌粒脚声申場帯器

実
績
を
自
紙
に
戻
し
、

必
要
性
、

傷

先
順
位
を
検
討
し
た
う
え
で
、

予
算

す

防
災
ラ
ジ
オ
は
機
種
が
変
わ
る

た
め
、

配
布
台
数
が
少
な
く
な

障
害
者

の
た
め
の
就
労
支
援
に

つ
い
て

〉

る
が
、

希
望
者
に
は
全
員
に
配
布
す

べ
き
と
思
う
。

困
回
帥
鯛
映
却
徳
榊
庁
隅
和
球
師
帥

お
り
、

旧
株
原
町
の
防
災
ラ
ジ
オ
も
、

来
年
度

の
予
算
に
可
能
な
限
り
計
上

し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
．

安心して保育できる施設に

困回輸限般を備岐功牧略庫が斑対
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中

仏理
否
男
次

筆啓
員

「
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
条
例
」
の
制

定
実
現
を
ぜ
ひ

）

取
り
組
み
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
の

で
、

今
後
、

環
境
審
議
会
な
ど
に
諮

問
し
な
が
ら
、

条
例
の
制
定
に
向
け

て
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

犯
罪
の
防
止
は
人
づ
く
り
か
ら

犯
罪
の
発
生
状
況
と
、

犯
罪
者

を
つ
く
ら
な
い
た
め
の
、

効
果

）

一

小坐
涌
　
一毅

養曹
貝

牧
之
原
市
将
来
ビ
ジ

ョ
ン
の
策

定
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は

口回那以降雅郎守咆化期瓢樺鵜

り
ま
す
。

今
後
、

市
民
と
連
携
し
、

協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、

債
務
残
高
に
留

意
し
た
、

長
期
的
な
展
望
に
立

っ
た

財
政
計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

榛
原
総
合
病
院
運
営
の
取
り
組

み
は

町
議
会
当
時
か
ら
、

私
が
提
案

し
て
い
る
仮
称

「
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
条
例
」
の
制
定
は
実
現
に
至

っ
て

い
な

い
が
、

そ
の
お
考
え

の
有
無
は
。

閣
回
伽
郷
鯛
報
靴
殉
口 防
配
ド
卿
地
雑

境
問
題
か
ら
、

歩
行
喫
煙
の
制
限
や

ベ
ッ
ト
の
糞
の
始
米
な
ど
、

身
近
な

問
題
に
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

環
境
問
題
に
つ
い
て
の
、

行
政
に

対
す
る
課
題
は
多
く
、

ど
れ
を
取

っ

て
も
住
民
や
事
業
所
な
ど
の
積
極
的

離蜘神
一

警
察
自
書
か
ら
＝
構
成

的
施
策
の
推
進
は
。

十
六
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
医

師
臨
床
研
修
制
度
に
よ
り
、

医

2 =れのグ4すi
(1夕 卓,■ の■● (■=o年 いのこ0)

口
∪
柑
脚
際
潮

茄
巾
鈴
妙
弊
卿
額
絢

は
減
少
し
た
も
の
の
、

深
夜
俳
徊
や

飲
酒
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、

こ
の
増
減
は
、

検
挙
あ

る
い
は
補
導
さ
れ
な
か

っ
た
だ
け
か

も
知
れ
な

い
の
で
、　

一
喜

一
憂
は
で

き
ま
せ
ん
。

学
校
教
育
で
は
、

日
標
を

「夢
や

希
望
を
胸
に
抱
き
、

高

い
こ
こ
ろ
ざ

し
を
持

っ
た
、

心
豊
か
で
た
く
ま
し

い
牧
之
原
の
子
ど
も
の
育
成
を
目
指

す
」
教
育
を
進
め
ま
す
。

社
会
教
育
で
は
、

各
種
家
庭
学
級

を
通
じ
て
、

親
と
子
ど
も
と
共
に
学

習
し
、

今
後
市
長
を
本
部
長
と
す
る

ま
ち
づ
く
り

「
フ
オ
ー
ラ
ム
ま
き
の

は
ら
」
で
も
、

犯
罪
者
を

つ
く
ら
な

い
人
づ
く
り
を
話
し
合

い
ま
す
。

牧
之
原
市
総
合
計
画
基
本
構
想

の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
、

市

□

珊
略
輪

難

輩

ポ
ぃ

麻

碑
、

推
進
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
な
ど
の
協

力
を
得
て
、

十
八
年
度
か
ら
ニ
カ
年

で
策
定
し
た
い
。

理
念
と
将
来
像
は
、

み
ん
な
が
知

恵
を
出
し
合
い
、

交
流
し
、

主
体
的

に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
中
で
、

だ
れ
も
が
し
あ
わ
せ
を
実
感
で
き
る

自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

自
立
で
き
る
財
政
運
営
を

借
入
金
依
存
か
ら
脱
却
し
、

後

世
に
大
き
な
負
担
を
か
け
な
い
、

将
来
を
見
据
え
た
財
政
計
画
を
す
ベ

き
だ
と
思
う
が
。

榛
原
総
合
病
院
の
医
師
不
足
に

至

っ
た
状
況
と
、

将
来
に
向
け

病
院
運
営
は
。

て

の

師
が
引
き
上
げ
、

そ
の
後
院
長
が
交

代
し
ま
し
た
。

脳
神
経
外
科
を
中
心

に
医
師
引
き
上
げ
が
続
き
ま
し
た
が
、

現
在
は
徐
々
に
医
師
数
も
充
実
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

運
営
に
関
し
て
は
、

病
院
経
営
改

善
の
目
標
と
取
り
組
み
方
針
を
掲
げ
、

経
営
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

完
成
間
近
の
標
原
総
合
病
院

規
一舛

- 1 1 -



一
　
堂
吾
掌
夏
石
〕

義
督
貝

広
報
紙
、

全
戸
に
届
く
配
慮
を

づ
く
り
に
主
体
的
に
参
画
し
、

生
き

が
い
や
自
己
実
現
に
つ
な
が
る
こ
と

が
、

ま
ち
の
発
展
の
活
力
に
な
る
と

考
え
、

市
民
の
力
を
活
か
す
取
組
み

と
し
て
、

（仮
称
）
「
協
働
推
進
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
ま
き
の
は
ら
」
を
開
設

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

参
加
登
録
を
し
て
い
た
だ
い
た
市

民
、

企
業
等
で
構
成
し
、

様
々
な
市

政
運
営
上
の
課
題
を
は
じ
め
、

市
の

今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
、

互
い
に

情
報
交
換
や
意
見
交
換
を
行

い
な
が

ら
、

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
交
流
の

場
と
な
る
こ
と
を
、

目
的
の

一
つ
と

し
て
い
ま
す
。

広
報
紙
は
　
市
民
と
行
政
の
か
け
橋

）

一

加
藤
祥
司

議
員

新
年
度
予
算
の
編
成
方
針
は

需
要

に
答
え

る

べ
く
、

新
市
建
設

計
画

に
基
づ

い
て
、

財
源

の
範

囲

内
で
の
予
算
編
成
と
な
り
ま
す
。

約
３
千
点
の
な
か
か
ら
採
用
が
決
ま
っ
た

市
章

（正
式
発
表
は
３
月
１９
日
）

環
境
基
本
計
画
の
目
的
は

環
境
基
本
計
画
は
、

ど
の
よ
う

な
目
的
で
作
る
の
か
？

市
の
環
境
の
保
全
及
び
創
造
に

関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事

項
を
危
め
、

施
策
の
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
推
進
に
よ
り
、

市
民
の
安
全

か

つ
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
確
保

す
る
こ
と
を
目
的
に
し
ま
す
。

広
報
紙

の
配
布
方
法

で
す
が
、

住
民
の
皆
さ
ん
は
税
金
を
応
分

に
細
め
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、

新

聞
紙
を
三
社
購
読
し
て
い
る
家
庭
に

は
二
部
届
く
、

購
読
し
て
い
な
い
家

庭
に
は
ま

つ
た
く
届
か
な
い
。
こ
れ

は
明
ら
か
に
不
公
平
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

ま
た
、

今
後
市
民
の
本
当
の
生
の

声
を
聞
き
、

市
政
に
反
映
さ
せ
る
た

め
の
機
関
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
が
。

固
田
軸
↓こ布
防
俳
佐
噺
抑

瑚
卿
壮
脇
め

し
て
は
月
二
回
発
行
に
よ
る
質
と
情

報
量
の
充
実
、

発
行
日
に
は
各
家
庭

に
届
く
な
ど
、

情
報
提
供
の
迅
速
化

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、

新
聞
未
購
読
者
に
届
か
な

い
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す

が
、

コ
ン
ビ

ニ
や
公
共
施
設
な
ど

ヘ

の
配
置
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
問
覧

な
ど
に
よ
り
対
応
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

次
に
、

協
働
推
進
市
民
フ
オ
ー
ラ

ム
に
つ
い
て
は
、

市
民
自
ら
が
ま
ち

合
併
後
初
の
年
間
予
算
編
成
と

な
る
平
成
十
八
年
度
の
予
算
編

成
に
あ
た

つ
て
、

国
全
体
で
は
景
気

も
回
復
基
調
と
言
わ
れ

て
い
な
が
、

旧
町
か
ら
引
き
継

い
だ
起
債
は
二
百

億
円
を
超
え
て
い
る
。

新
年
度
の
税

収
見
通
し
及
び
、

予
算
編
成
方
針
に

つ
い
て
伺
う
。

圃
回
晰
昨
粧

距
籍
研
難
鯛
柳
巾
唖
獅

税
収
を
予
測
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
■
夕。

ま
ず
、

固
定
資
産
税
、

都
市
計
画

税
は
三
年
に

一
度
の
評
価
替
え
の
年

度
を
迎
え
、

大
幅
な
減
収
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
ま
た
、

市
民
税
に
つ
い
て

は
、

最
近
の
景
気
動
向
や
個
人
所
得

の
回
復
基
調
に
あ
わ
せ
て
、

国
に
よ

る
定
率
減
税
の
廃
止
等
が
反
映
し
て

若
干

の
増
収
も
予
測
さ
れ
ま
す
が
、

全
体
で
は
大
幅
な
減
収
と
な
る
見
込

み
で
す
。

予
算
編
成
の
方
針
は
、

こ
れ
ま
で

の
合
併
協
議
や
そ
の
後
の
推
移
を
踏

ま
え
、

旧
両
町
の
融
和
を
推
進
す
る

観
点
か
ら
、

市
民
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

）
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一　
埜
型
舎
怪
樹
圭曹
貝

つ
く
し
の
家
、

つ
く
し
ホ
ー
ム

の
今
後
の
方
向
性
は

面
凹
離
帳
競
鞠
施
棲
戦
報
の
対
き 一
朋

う
ね
り
の
中
で
、

地
域
に
密
着
し
た

心
身
障
害
児
通
因
施
設

「
つ
く
し
の

家
」
、

知
的
障
害
者
通
所
施
設

「
つ
く

し
ホ
ー
ム
」
の
、今

後
の
方
向
性
は
ど

の
よ

つヽ
に
お
考
え

か
伺

つヽ
。

）

一　
山
麗
習
電
子

善警
貝

牧
之
原
地
区
に
消
防
署
分
宣
を

失
わ
れ
る
命
が
救
わ
れ
る
こ
と
が
多

く
な
る
の
は
間
違

い
な
い
。

つ
く
し
の
家
、

つ
く
し
ホ
ー
ム

の
両
施
設
と
も
、

旧
相
良
町
が

町
内
の
障
害
を
も

つ
人
達
や
ご
家
族

の
要
望
を
受
け
て
、

「
障
害
者
福
祉

を
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
か
」

を
検
討
し
た
結
果
設
置
し
た
福
祉
施

設
で
す
。

一
羊
会
に
運
営
を
委
託
し
た
経
緯

や
、

施
設
の
運
営
　
経
営
方
法
に
つ

い
て
も
、

長
い
年
月
の
努
力
の
中
で

集
き
上
げ
て
き
た
結
果
、

現
在
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

両
施
設
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
は
、

地
域
の
障
害
者
の
た
め
に
は

無
く
て
は
な
ら
な

い
施
設
で
す
の
で
、

運
営
面
あ
る
い
は
経
営
面
の
い
ず
れ

か
ら
も
、

自
立
し
て
い
け
る
施
設
を

目
指
し
て
、

ま
た
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
な

ど
地
域
全
体
で
支
え
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、

市
と
し
て
も
支
援
し
て
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

ど
う
な
る
県
議
会
議
員
選
挙
区

県
議
選
区
割
り
の
報
道
を
受
け

て
、

市
長
は
広
域
合
併
の
考
え

の
中
で
如
何
に
受
け
と
め
た
の
か
。

口国際療が踊諜張懃佐線搬枚坤

は
思

い
ま
す
が
、

立
場
上
意
見
は
差

し
控
え
ま
す
。
た
だ
し
、

吉
田
町
と

は
、

生
活
目
を
共
に
し
て
き
た
榛
南

と
し
て

「吉
田
町
と
牧
之
原
市
」
の

枠
組
み
を
願

っ
て
い
ま
す
。

一
刻
も
早
い
取
急
出
動
を

牧
之
原
地
区
は
消
防
署
か
ら
遠

い
た
め
、

故
急
体
制
に
心
配
が

牧
之
原
地
区
は
、

榛
原
総
合
病

院
、

吉
田
榛
原
消
防
署
か
ら
は

西
の
端
で
、

相
良
御
前
崎
消
防
署
か

ら
は
北
の
端
に
位
置
す
る
。

救
急
車

を
お
願

い
し
た
時
、

榛
原
総
合
病
院

で
は
診
て
も
ら
え
な

い
た
め
に
、

島

田
あ
る
い
は
菊
川
市
民
病
院

へ
搬
送

さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

牧
之
原
台
地
に
は
公
共
機
関
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、

夜
間
に
は
医
師
が
ひ

と
り
も
居
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。

牧

之
原
地
域
は
、

ひ
と
音
前
に
は
首
都

機
能
移
転
の
候
補
地
の

一
つ
に
な
る

な
ど
、

開
発
の
可
能
性
を
秘
め
た
地

域
で
あ
り
、

さ
ら
な
る
広
域
合
併
が

推
進
さ
れ
た
時
に
は
中
心
地
に
な
り

得
る
場
所
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
併
せ
考
え
た

時
、

新
し
く
整
備
さ
れ
た
消
防
団
詰

所
に
消
防
署
の
分
室
を
開
設
し
て
欲

し
い
。

鳥
日
、

菊
川
市
民
病
院

へ
は

最
短
距
離
と
な
り
、

榛
原
総
合
病
院

へ
も
西
の
端
か
ら
技
急
車
が
出
動
す

れ
ば
、

搬
送
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
の

は
牧
之
原
地
区
だ
け
で
な
く
、

か
な

り

の
エ
リ
ア
で
時
間
が
短
縮
さ
れ
、

あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。

静
岡
空
港
や
東
名
高
速
道
路
な
ど

へ
の
彼
速
な
対
応
を
図
る
た
め
、

牧

之
原
台
地
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
消

防
　
技
急
拠
点

の
施
設
に

つ
い
て
、

周
辺
市
町
や
県
と
協
議
し
な
が
ら
、

広
城
的
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

早
急

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

つくしホーム
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一　
小
杉
康
男

議
口員

浜
岡
原
発
と
周
辺
地
へ
の
対
応

を
質
す

】ア
ム困回翌郭帥“舶判榊拳範腋獅”

回
　
県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

立
地
地
域
と
隣
接
地
域
の
交
付

金
格
差
が
大
き

い
。

プ
ル
サ
ー
マ
ル
に
関
し
て

「安

全
協
定
」
の
見
直
し
ス
ケ
ジ

ュ

と
、

「
住
民
が
安
心
で
き
る
プ

ス
」
を
伺

い
た
い
。

一　
大
石
和
央

議
口貝

中
電
ブ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
の
合

意
形
成
は

ま
す
資
源
化
を
は
か
り
た
い

巴
卿防卿路願い韓醐押紛嶋帥

浜
同
原
発
は

一
号
機
か
ら
五
号

機
ま
で
、

い
く

つ
か
の
ト
ラ
ブ

ル
を
発
生
さ
せ
つ
つ
も
、

営
業
運
転

が
さ
れ
て
い
る
。

加
え
て
五
年
後
に
は
プ
ル
サ
ー
マ

ル
を
導
入
す
る
と
の
こ
と
で
、

中
部

電
力
と
し
て

「
各
戸
訪
問
」
「
住
民

説
明
会
」
を
行

っ
て
い
る
が
、

地
域

住
民
の
不
安
は
大
き

い
。

「
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
」

は
、

防
災
面
か
ら
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

あ
る
い
は
直
近
地
域
（地
頭
方
地
区
）

を
重
点
に
対
策
を
謡
じ
る
べ
き
だ
と

思
う
が
。

園
回
陵
聞
随
抑
瑚
卸
↓こヵ、
傍
十
斡
義
『

し
た
が
、

地
域
防
災
は
大
変
重
要
で

あ
り
、

検
討
し
ま
す
。

緊
急
避
難
施
設
の
早
期
建
設
と
、

病
院
を
含
め
た
災
害
対
策
シ
ス

が
急
務
だ
が
。

決
め
た
も

の
で
す
が
、

再
検
討
の
要

望
は
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

市
長
は
中
電
と
の
安
全
協
定
に

つ
い
て
、

見
直
し
の
検
討
を
す

る
と
発
言
し
て
い
る
が
、

具
体
的
に

ど
う
す
る
の
か
。

「
劇
姻
靭
卯
朝
球

荘
軸
セ
的
岬
新
閣

に
開
催
さ
れ
る

「
浜
同
原
子
力
発
電

所
安
全
等
対
策
協
議
会
」
の
中
で
校

討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

プ
ル
サ
ー
マ
ル
の
実
施
に
つ
い

て
市
長
は
、

住
民
の
不
安
解
消

が
重
要
と
言
う
が
、

住
民
の
合
意
形

成
を
ど
の
よ
う
に
図
る
の
か
。

当
事

者
意
識
を
持

つ
べ
き
だ
。

固

維
評
妃
脚
謎

靴

蒙

争
翻

安
全
に
つ
い
て
は
責
任
を
も

つ
て
あ

た
る
こ
と
。

国
主
催
の
公
開
討
論
会

が
開
催
で
き
な
い
か
、

関
係
市
と
協

議
し
て
い
き
、

無
理
な
ら
回
市
合
同

で
開
催
す
る
こ
と
も
相
談
し
ま
す
。

―

レ

ロ
セ

ぼ
日
腹
誰
儡
都
能
ナ
却
狩
抑

鞠
苅
功

是
非
は
、

地
域
住
民
が
安
心
感
を
十

分
持
て
る
こ
と
が
前
提
で
す
。

浜同4亨機で使用するMox燃浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
啓
発
資
料
か
ら

松 窒殿能
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と
，
コ

ゼ
ロ

・
ウ

ェ
イ
ス
ト
は
目
標
設

定
を

市
長
の
ご
み
ゼ
ロ

（ゼ
ロ
　
ウ

ェ
イ
ス
ト
）
の
見
解
を
お
聞
き

す
る
。

い
つ
ま
で
に
ど

の
く
ら
い
削

減
さ
せ
る
と

い
う
目
標
設
定
が
大
事

だ
。

一口
田
瑚
軸
仰

々
醐
慨
一

一
胸

一 ゼ
卯
ぃ

は
達
成
で
き
ま
せ
ん
。

地
道
な
取
組
み
と
資
源
化

へ
の
努

力
を
し
て
い
き
ま
す
。
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